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　　 8月29日  中央愛犬病院　

　 　9月　5日  中央愛犬病院　

9月12日　鹿児島市中央公園

9月19日　鹿児島市みなと大通り公園　
9月26日　鹿児島市中央公園
10月  3日　中央愛犬病院　

10月10日　鹿児島市中央公園
　　　　　　
※犬猫譲渡会は毎月下記予定で開催いたします。
　　　　　　 

   第2・第4日曜日：中央公園
第3日曜日：みなと大通り公園　
中央愛犬病院（不定）

　　  　  　　   開催時間：午前10時～午後3時
　　　　　　　　 (天候により時間延長有り)

　　　　　　
譲渡会会場では、飼い主のいない猫（野良猫）

の不妊・去勢手術、地域猫についてのご相談を　　

受付けております。
◎トラップケージ（捕獲用ケージ）貸し出しを　

ご希望の方は事前にご連絡ください。
映画「犬と猫と人間と」自主上映会終了のご報告とお礼
８月７日NPO法人として初めての事業である「犬と猫と人間と」の上映会を無事終える事ができました。初めての経験であり計画時点から手探りの状態で進んで参りました。
又協賛金やチケットの販売では日頃からお世話になっている多くの方々にご協力をいただき、お陰様で事業として益金を出して終了する事ができました。

（収入総合計1,112,000円－支出総合計698,524円＝413,476円）
収支報告書はホームページ上でお目通し下さい。益金は会の運営資金として大切に使わせていただきます。
７日当日は朝早くから活動会員交代で会場に詰め皆様をお迎えしました。終日待機した会員もいました。１日３回の上映でしたが、正直なところどれくらいの方が来て下さるか不安で一杯でした。１１時からの上映にも関わらず、１０時頃には前売り券を持って来て下さった方があり、最終的には２６０名の方にご来場いただきました。

映画終了後出てこられる方々から「こんな機会を与えてくれて有難う！」「ここまで会も力をつけたんですね」と労いの言葉をいただいて、こちらが感謝しなければいけないのにと恐縮する思いでしたが、「改めて犬猫について考えさせられました」との言葉をたくさんいただき、今回の上映会から、又何かがきっと変わってくるとの思いを強くしました。
従来と同じ事をしていれば失敗もないし楽でもあります。しかし会の目指す社会を実現するためには、やはり確実に通常の活動をしていきながら、常に何か新しい事に挑戦し、多くの方々に活動を知っていただく、そこから又何かが始まるんだと思います。

無事終了した事で安堵の気持ちで一杯ですが、気持ちを切り替え、皆で頑張って参ります。どうか今後共お力をお貸し下さい。

最後になりましたが、改めて心からの感謝を申し上げます。有難う御座いました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長 杉木 和子



注）賛助会員は、ＮＰＯ制度の構成員である正会員とは異なります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「猫との思い出」　　　　　　　　　　　紫原動物病院院長：高橋宏幸
群馬の田舎で育った私は、小学生の頃、片道3ｋｍの道のりを徒歩で登下校していました。とある日の下校時、学校から出て程なく、道端に段ボール箱が置いてありました。
好奇心で開けてみると、中から生後二ヶ月位の三毛猫が出てきました。
その三毛猫は、卵から孵った何かが初めて目にしたものを親だと思い込むかのように、家まで残り2ｋｍ以上の道のりを私にくっついてきたのです。
まだ低学年だった私はひどく感動し、この小さな命を守らなければならないと思い、
『この猫を飼おう』と思いました。
しかし、私の家族は動物好きでないため、祖母や両親からはこっぴどく叱られ、反対されたのです。私はこんな非道い家にはいられないと思い、猫と一緒に家を出て、桑畑で泣いていました。
結局、私のイジケに折れた家族から許しが出て、その三毛猫にミーという名前を付けて飼うことになりました。私は室内でミーを飼いたかったのですが、犬も猫も外で飼うのが当たり前のような地域なのでそれは許されませんでした。
ミーは賢く、気高く、美しい猫でした。
外から二階の私の部屋のベランダまで登ってきて、家に入れてくれとせがみ、よく一緒に寝ていました。
三毛猫なので雌猫だったのですが、避妊やノミや伝染病の知識など全くありませんでした。ミーのいる暮らしは何年か続き、私は幸せでした。
ある朝、ミーが家の前の県道で車に轢かれました。頭を打っているようで、出血していました。まだ息はあり、苦しそうに横たわり、鳴いていました。
私はミーを病院に連れて行ってくれと言えず、家に連れて帰ってしまいました。
しばらくしてミーは冷たくなり、私は涙が止まりませんでした。
その頃から獣医になることを志したわけではありませんが、私が獣医になったのは今思うとあの時の出来事が深く関わっています。
今の私だったらミーに何かしてあげられたんじゃないかと思うと今でも目頭が熱くなります。
そして、当時の私みたいな子供が、いつミーみたいな動物を連れてきてもいいように。
愛くるしい、物言わぬ命を救えるように。
そんな気持ちで日々診療しています。
　紫原動物病院：紫原３丁目２１－２７若松ビル１F　
℡：０９９－２９７－４６４９

診療時間 ９：００～１２：３０／１６：００～２０：００

※日曜・祝祭日 ９：００～１３：００ (休診日 水曜日)　

ホームページ http://www.mrskbr-vet.com
「我輩のraison d'êtreに関する一考察　」　
我輩はにゃんこである。名前はたま。生まれは奄美大島の名瀬市浜里町である。
我輩の生まれた頃の記憶はまったくないのだが、ご主人様がいうには公園でにゃーにゃー鳴いていたところを耳のいいご主人様に聞きつけられて、探し出されて自宅につれてかえられたようだ。我輩としては、いつでもご主人様の元から離れて、出て行って野良にゃんことしても充分生きていけるのだが、我輩がいなくなるとご主人様が悲しみ、悲しみのあまりヒステリーをおこされて、だんな様がやつあたりされても困るし、こうなってしまったのも何かの縁なのかもと無理やり自分を納得させて仕方なく飼われてやることとした。

まあ我輩のおかげで夫婦関係もうまくいっているようなのでよしとするか。

我輩のすみかには先住犬がいる。れんという名のチワワである。血統はれんにいちゃんのほうがいいかもしれないが、しぐさや食事マナーなどにおいては、我輩のほうが圧倒的に気品が漂っている。生まれながらの気品のよさは、血統ではないなぁとつくづく感じる。にゃんことしての気品なら我輩の右にでるにゃんこはいないであろう。昔は、れんにいちゃんのほうが体が大きかったのでよく鼻でつつかれ倒されて遊ばれていたが、今では我輩はれんにいちゃんの体格の3倍くらいになり、我輩がれんにいちゃんの相手をしてやっている。我輩は自分でも嫌になるくらい猫格がとてもできているので、あくまでも飼いにゃんこの義務として、あえてご主人様に触ってもらうために体を近づけにいったり、ご主人様が寂しがり屋さんなのを知っているから、あえて仕方なく一緒の布団に寝てやったりしている（途中で寝相の悪さのために場所変えが大変なのだが）のだが、れんにいちゃんは独占欲が強く、我輩がこっそり布団に近づこうとするとすぐにわんわんと（犬語なので我輩には理解できないのだが、にいちゃんの形相から推測するには近づくな！！ということではないかと思われる）吠えるので、我輩も飼いにゃんこの義務としてあえてやっているだけなので、ここはれんにいちゃんの顔をたててあげるしかないなぁと、しぶしぶ場所を譲ってやっている。しかし5分もしないうちにれんにいちゃんはだんな様の布団にとことこと移動していくため、その後ゆっくり落ち着いてご主人様に甘える（人間世界ではそういう表現をするらしいが、我輩の哲学によるとそういう行為は甘えるではなく、にゃんことしての義務あるいは我輩があまりにも思いやりのあふれた立派なにゃんこゆえのにゃんこ道の一環としての行為であるので誤解しないでいただきたい。

我輩は自立した立派なにゃんこなのだ。このように、ご主人様やれんにいちゃんたち（他にも兄弟がいるのだが）に気を使いながらの生活なのだが、これも我輩だからできるのであり、我輩がいてこそ、この家族が存在しているので仕方ないのでこれからも付き合ってやるかぁ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜Ｋ・Ｋ＞
２０１１年度版カレンダー用の愛犬・愛猫写真募集！
募集期間：８月１５日～９月１５日

応募方法：デジカメで撮影したデータ（jpg）を加工せず、なるべく大きいサイズで

　　　　　お送りください。（お一人様、１作品限り）
暗い写真、ピンボケの写真やご応募多数の場合は採用されない場合もございますので予めご了承下さい。
・メール件名は、「カレンダー応募画像」と記入ください。

　　　　　・[飼い主様のお名前、住所、電話番号][飼い犬猫の名前・性別・年令]を必ずご記入ください。※応募写真は応募期間中、先着順にホームページでご紹介させて頂きます。（期間不定）

応 募 先：inuneko-kagoshima@po4.synapse.ne.jp　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



犬猫譲渡会・決定数


６月１３日～６月２０日


子猫７匹


６月２０日～６月２７日


子猫７匹


６月２７日～７月４日


子犬３匹


７月１１日


子猫２匹：成犬１匹：子犬１匹


７月１８日


子猫４匹：成犬１匹：子犬１匹


７月１８日～７月２５日


子猫６匹：子犬１匹


８月１日


　子猫１匹


８月８日


　子猫１匹


これまでの合計譲渡数：３２１４匹


猫：２４４２匹


犬：　７７２匹





鹿児島中央ロータリークラブ提唱


RCC：ロータリー地域社会共同隊　


http://www.dog-cat-kagoshima.org/











会費・寄付金の振込先


・鹿児島銀行　本店　普通預金


口座番号 2362041


 特定非営利活動法人犬猫と共生


できる社会をめざす会鹿児島


・ゆうちょ銀行　


店番：788　店名：七八八（ﾅﾅﾊﾁﾊﾁ）


普通預金　口座番号0024674


特定非営利活動法人犬猫と共生


できる社会をめざす会鹿児島


・郵便振替　


記号：17890番号：246741


特定非営利活動法人犬猫と共生


できる社会をめざす会鹿児島




















〒892-0816


鹿児島市山下町15-1


かごしま市民福祉プラザ内


メールボックス11番


TEL 090－8760－2092








平成22年7・8月号

















ご支援をお願いします。


賛助会員会費・寄付について・・・


※ＮＰＯ設立以前のワンワン会員・ニャンニャン会員の方は賛助会員となります。


当会では、不幸な犬猫を救う為に日々活動しておりますが、まだまだ地域社会の理解は十分ではありません。運営・活動資金も不足しております。多くの方に私達の活動をご理解頂き、ご支援くださいますよう心からお願いいたします。


会費：1口3000円から（何口でも可）


ご寄付も随時受け付けております。


 ◎フード・ペット用品のご寄付も受け付けております。事前にご連絡ください。�









































